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研究成果の概要（和文）：代表者はBestvina、Brombergとの共同研究で離散群の距離空間への埋め込みについて画期的
な手法を開発し、それを使って写像類群などへの顕著な応用を多数得た。分担者の小澤は離散アメナブル群のC*環につ
いて顕著な成果を得た。また、非可換群をターゲットとする擬準同型について新しい知見を得た。分担者の塩谷はAlex
androv空間の幾何を研究し、ラプラシアンの第一固有値の挙動について顕著な成果を得た。

研究成果の概要（英文）：Fujiwara found a new method to embed certain discrete groups into a finite 
product of hyperbolic graphs in his joint work with Bestvina and Bromberg, and obtained important 
applications. Ozawa made a significant progress on the study of C*-algebra of discrete amenable groups, 
and also quasi-homomorphisms into non-commutative groups. Shioya found an important result on the 
asymptotics of the first eigen value of Laplacians on Alexandrov spaces.

研究分野： 幾何学
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１．研究開始当初の背景 
幾何学的群論は、１９８０年代以降において、
もっとも活発に研究されている数学の分野
の一つであり、欧米では有力な若手が育って
いた。一方、日本においては、少数の研究者
しかいなかった。 
幾何学的群論は引き続き、低次元多様体論や
写像類群への応用が見込まれる状況であり、
組織的な研究への取り組みが大きな成果を
もたらす可能性があった。 
２．研究の目的 
幾何学的群論の手法を使って、離散群の距離
空間への埋め込みについて研究し、画期的な
成果を出すことを目的とする。 
毎年一つの国際研究集会を開催し、日本にお
ける幾何学的群論ならびに周辺分野の興隆
を促し、国際的にみて高い水準の研究グルー
プを形成し、相乗効果をもたらす。 
３．研究の方法 
代表者の研究総括のもと、分担者がいくつか
のグループに分かれて（幾何学的群論、作用
素環論、リーマン幾何学）研究活動を行う。
必要があれば研究協力者を雇用する。 
２０１１年度は分担者の小澤が京大・数理研
の年間プロジェクトに参加し国際研究集会
を主催する。代表者と小澤がポアンカレ研究
所のプログラムに参加し研究する。 
２０１２年度は代表者がミッターグ・レフラ
ー研究所に滞在し研究する。代表者と小澤が
京大で国際研究集会を主催する。 
２０１３年度は代表者と小澤が京大で国際
研究集会を主催する。  
２０１４年度は代表者が日本数学会第7回季
期研究集会を他の主催者とともに主催す
る:The 7th MSJ-SI. Hyperbolic Geometry and 
Geometric Group Theory, University of 
Tokyo, July 30th - August 5th, 2014. 
４．研究成果 
代表者は Bestvina-Brombegrg との共同研究
で、離散群がある条件を満たすとき、群作用
を構成する方法を発見し、それによって、離
散群をいくつかのグラフの積空間に埋め込
む方法を発見した。それによって、曲面の写
像類群についていくつか顕著な成果を得た。
その一つとして、曲面の写像類群の漸近次元
が有限であることを示した。 
この手法と、これまでの群の擬準同型の構成
に関する代表者らの成果を合わせることで、
極めて一般的なノルム付きベクトル空間へ
の擬コサイクルを構成した。 
さらに、タイヒミュラー空間に新しい座標を
導入し、その良い応用を得た。 
それらの成果について多くの国際研究集会
で招待講演をした。その一つとして、2013 年
に、The XXIInd Rolf Nevanlinna Colloquim 
(Helsinki, Finland)において基調講演をし
た。 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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